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今、知ってほしい！
北陸新幹線敦賀以西ルート現況 

中小企業等が抱える知的財産に関する悩みや課題を一元的に受付け、その場で解決を図るワンストップ
サービスを提供します。高度で専門的な案件には、知財専門家、中小企業支援機関等と連携して支援します。

平成27年度特許等取得活用支援事業（滋賀県）は、近畿経済産業局からの委託事業として滋賀県発明協会が実施しています。

お問い合せ先 知財総合支援窓口 一般社団法人 滋賀県発明協会
滋賀県栗東市上砥山232  滋賀県工業技術総合センター別館1階（駐車場あり）
TEL：077-558-4040  FAX：077-558-3887
http://www.chizai-shiga.jp/

こんなときにご活用を !!　

「知財総合支援窓口」に
 ご連絡ください。お気軽にどうぞ！！

無料
相談知財総合支援窓口

■ 特許・意匠・商標を取得したい
■ 他社と権利侵害等でもめている
■ブランド化して、価値を高めたい 等

秘密は
守ります

■９/10（木） ■10/8（木） ■11/12（木） 

彦根商工会議所では「弁理士による相談会」を下記の日程で開催します。
申込は、TEL：0749-22-4551へお電話ください。

開催時間はいずれも13：30～16：30

臨時窓口

答え ①：×　
正解は５件です。「ひこにゃん」の文字商標が２件、図形商標が３
件です。特許庁ＨＰの「特許情報プラットフォーム」にて確認で
きますので、一度見てみては。
■ https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage

答え ②：×
異議申立期間は特許公報の発行日から「６ヶ月以内」です。異議
の申立は誰でもできます。一方、無効審判制度は設定登録後いつ
でもできますが、無効審判の請求人は「利害関係人のみ」に限定さ
れています。ちなみに商標の異議申立期間は商標公報の発行日か
ら２ヶ月以内です。

■窓口支援担当者が相談を受付けて支援します。
必要に応じて訪問支援も可能です。

■訪問し社員向けに勉強会を行います。
■業務時間外および休日でも専門家の訪問指導
が可能です。

■毎週水・金曜日は弁理士、もしくは弁護士に
よる相談会を開催します。

※訪問支援の対象は、原則中小企業、個人事業主、創業予定（1年
以内）の個人の方となります。

クイズ
１．彦根市のキャラクター「ひこにゃん」関連
の登録商標は3件である。  〇か×か。
２．特許異議申立制度が平成27年４月から始
まっています。その異議申立期間は、特許公報
の発行日より３ヶ月以内である。  〇か×か。

写真:彦根写真連盟会長  中村 一雄氏秋の夕暮れ
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北
陸
新
幹
線
は
、上
信
越
・
北
陸
地
方

を
経
由
し
て
東
京
都
と
大
阪
市
を
結
ぶ
計

画
の
整
備
新
幹
線
で
あ
る
。平
成
27
年（
２

０
１
５
）３
月
14
日
、金
沢
ま
で
開
通
。東

京
か
ら
富
山
ま
で
は
最
速
２
時
間
８
分
、

金
沢
ま
で
は
２
時
間
28
分
、そ
れ
ぞ
れ
最

大
66
分
、83
分
と
大
幅
に
所
要
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
。金
沢
駅
ー
敦
賀
駅
間
は
、平

成
37
年
度（
２
０
２
５
）末
完
成
予
定
だ

っ
た
が
、今
年
１
月
14
日
の
政
府
与
党
の

申
合
せ
に
よ
り
、平
成
34
年（
２
０
２
２
）

度
末
完
成
と
な
り
３
年
前
倒
し
に
な
っ

た
。

　
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、昭
和

48
年（
１
９
７
３
）11
月
13
日
に
決
定
さ

れ
た
整
備
計
画
で
小
浜
市
付
近
が
主
要
経

由
地
と
な
っ
て
い
る
。政
府
・
与
党
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
整
備
計
画
通
り
の

小
浜
ル
ー
ト
に
加
え
、米
原
駅
で
東
海
道

新
幹
線
に
接
続
す
る
米
原
ル
ー
ト
、湖
西

線
沿
い
を
通
り
京
都
駅
付
近
で
東
海
道
新

幹
線
に
接
続
す
る
湖
西
ル
ー
ト
を
含
め
た

３
ル
ー
ト
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
整
備
計
画
通
り
小
浜
ル
ー
ト
に
決
定
で

き
な
い
要
因
と
し
て
は
、巨
額
な
建
設
費

に
加
え
て
、必
ず
し
も
旅
客
流
動
に
合
っ

た
ル
ー
ト
と
は
い
え
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、整
備
計
画
決
定
前
に
は
、琵

ご婚礼・ご法要・各種ご宴会・仕出し承っております
TEL:0749-22-4670
FAX:0749-24-4141

URL: http://www.ryoutei-yasui.jp/index.html
〒522-0082 滋賀県彦根市安清町 13-26

今、知ってほしい！
北陸新幹線敦賀以西ルートの現況

琶
湖
東
岸
を
通
り
米
原
駅
で
東
海
道
新
幹

線
に
接
続
す
る
ル
ー
ト
が
有
力
視
さ
れ
て

お
り
、『
鉄
道
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』１
９
８
８
年

12
月
号「『
整
備
新
幹
線
』の
経
緯
を
顧
み

る
」（
種
村
直
樹
）中
に
掲
載
さ
れ
た
、「
全

幹
法
制
定
前
の
国（
新
全
国
総
合
開
発
計

画
構
想
）」・「
国
鉄
・
自
民
党
国
鉄
基
本
問

題
調
査
会
」・「
鉄
道
公
団
に
よ
る
新
幹
線

建
設
計
画
の
構
想
図
」は
す
べ
て
琵
琶
湖

東
岸
を
通
る
ル
ー
ト
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
整
備
計
画
で
小
浜
市
付
近
経
由
が
昭
和

48
年
11
月
13
日
明
記
さ
れ
た
後
、琵
琶
湖

東
岸
を
通
る
ル
ー
ト
は
北
陸
・
中
京
新
幹

線
と
し
て
11
月
15
日
に
基
本
計
画
が
公
示

さ
れ
て
い
る
。北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト

は
北
陸
・
中
京
新
幹
線
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
管

内
の
区
間
に
合
致
し
て
い
る
。

　
平
成
12
年（
２
０
０
０
）の
第
３
回
全

国
旅
客
総
流
動
調
査
を
基
に
し
た
北
陸
線

（
米
原
口
）・
湖
西
線
特
急
利
用
者
の
動
向

を
み
る
と
、京
都
駅
で
乗
降（
在
来
線
乗
り

換
え
を
含
む
）す
る
利
用
者
が
全
体
の
約

２
割
に
上
る
。小
浜
ル
ー
ト
で
は
京
都
府

内
の
駅
は
京
都
駅
か
ら
約
20
㎞
離
れ
た
亀

岡
市
内
に
建
設
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、関

西
広
域
連
合
に
よ
る
検
討
で
は
、１
日
あ

た
り
の
利
用
客
数
が
京
都
駅
を
通
る
湖
西

ル
ー
ト
と
比
べ
て
約
５
０
０
０
人
、米
原

ル
ー
ト
と
比
べ
る
と
約
７
０
０
０
人（
乗

り
換
え
な
し
の
場
合
）少
な
い
と
い
う
試

算
結
果
が
出
て
い
る
。

北
陸
新
幹
線 

概
要

特集
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８
月
21
日（
金
）、彦
根
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
お
い
て
２
５
３
名
参
加
の
も
と「
北
陸

新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集
会
」（
主

催 

滋
賀
県
商
工
会
議
所
連
合
会
）が
行
わ

れ
た
。大
道
良
夫
会
長
は
、「
商
工
会
議
所

連
合
会
は
、滋
賀
県
に
北
陸
新
幹
線
の
滋
賀

県
内
通
過
を
要
望
し
て
き
た
が
、事
態
は
急

変
し
て
い
る
。実
際
、敦
賀
以
西
ル
ー
ト
の

着
工
は
15
年
先
だ
が
、こ
こ
１
〜
２
年
の
間

に
決
着
が
計
ら
れ
る
可
能
性
が
非
常
に
高

く
、福
井
県
で
は
県
を
あ
げ
て
小
浜
ル
ー
ト

の
採
択
に
向
け
て
活
発
に
行
動
さ
れ
て
お

り
、危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
以
西
ル
ー
ト
が
小
浜
・

湖
西
・
米
原
、こ
の
３
ル
ー
ト
の
ど
れ
に
決

定
さ
れ
る
か
は
、滋
賀
県
の
経
済
情
勢
や
日

常
生
活
に
も
、将
来
に
わ
た
り
重
大
な
影
響

が
及
ぶ
案
件
で
あ
る
。

　
単
に
滋
賀
県
の
湖
北
地
域
の
た
め
、或
い

は
、湖
西
地
域
の
た
め
と
い
う
の
で
は
な

く
、関
西
圏
、北
陸
圏
、中
部
圏
、ま
た
関
東

も
視
野
に
入
れ
考
え
て
い
き
た
い
。そ
し

て
、米
原
ル
ー
ト
の
実
現
の
た
め
に
は
、オ

ー
ル
滋
賀
の
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
日
が
そ
の
た
め
の
第
一
歩
の
集
会
で
あ

る
」と
冒
頭
、口
火
を
切
っ
た
。

　
続
い
て
小
出
英
樹
副
会
長（
当
所
会
頭
）

は
、新
幹
線
整
備
は
急
激
に
前
倒
し
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
ま
ず
認
識
し
て
お
き
た
い

と
前
置
き
し
、北
陸
新
幹
線（
敦
賀
以
西
）ル

ー
ト
の
現
況
報
告
を
行
っ
た（
次
頁
参
照
）。

　
ひ
と
つ
め
の
課
題
は
、米
原
駅
に
お
け
る

「
Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
相
互
乗
り
入

れ
」で
あ
る
。

　
米
原
ル
ー
ト
は
、東
海
道
新
幹
線
の
米
原

|
新
大
阪
間
を
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
と

し
て
活
用
す
る
関
西
広
域
連
合
の
提
案
で

あ
る
。既
存
路
線
を
活
用
す
る
こ
と
で
、新

規
整
備
区
間
は
44
㎞
と
短
く
、工
期
の
短

縮
、投
資
コ
ス
ト
の
削
減
が
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、京
都
の
都
心
部
を
通
り
、北
陸
と
京

阪
神
と
の
交
流
を
生
む
。こ
う
し
た
メ
リ

ッ
ト
を
最
大
に
す
る
た
め
に
は
、米
原
で
も

Ｊ
Ｒ
東
海
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
相
互
乗
り
入

れ
す
る
態
勢
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
き
な
け
れ
ば
北
陸
新
幹
線
は「
米
原
乗

り
換
え
」と
な
り
米
原
ル
ー
ト
の
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
残
る
２
つ
の
課
題
は
、「
建
設
費
の
費
用

負
担
」と「
並
行
在
来
線
の
問
題
」で
、関
西

広
域
連
合
の
提
案
を
受
け
た
滋
賀
県
の
要

望
で
あ
る
。

　
滋
賀
県
は
、「
北
陸
新
幹
線（
敦
賀
以
西
）

ル
ー
ト
に
関
す
る
滋
賀
県
の
考
え
方
」（
平

成
25
年
３
月
28
日
）に
お
い
て
、「
北
陸
新

幹
線
は
、近
畿
圏
と
首
都
圏
を
結
ぶ
国
土
軸

の
多
重
化
や
、近
畿
・
北
陸
は
も
と
よ
り
、

中
部
圏
も
含
め
た
３
圏
域
の
広
域
交
流
の

促
進
と
一
体
的
発
展
に
寄
与
す
る
」と
し
、

２
つ
の
課
題
を「
関
西
全
体
で
解
決
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
」と
し
て
い
る
。

　
建
設
費
負
担
は
３
分
の
２
が
国
、３
分
の

１
が
地
域
資
本
に
な
る（
属
地
主
義
）。具

体
的
に
は
、米
原
ル
ー
ト
44
㎞
の
場
合
、概

算
建
設
費
が
約
３
６
０
０
億
、そ
の
う
ち
福

井
県
域
が
約
７
㎞
分
、滋
賀
県
域
が
約
37
㎞

分
の
負
担
と
な
る
。

　
滋
賀
県
は
、現
行
の
属
地
主
義
に
よ
る
建

設
費
負
担
の
考
え
方
で
は
、滋
賀
県
の
便
益

に
比
し
て
財
政
負
担
が
極
端
に
大
き
く
、こ

れ
ま
で
の
属
地
主
義
に
よ
ら
ず
受
益
に
応

じ
た
負
担
と
し
関
西
全
体
で
解
決
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
ま
た
、並
行
在
来
線
の
問
題
に
つ
い
て

は
、北
陸
新
幹
線（
敦
賀
以
西
）に
並
行
す

る
在
来
線
区
間（
北
陸
本
線
・
湖
西
線
）つ

い
て
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
か
ら
分
離
さ

れ
る
こ
と
な
く
、引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が

一
体
的
運
行
を
維
持
さ
れ
る
こ
と
、と
し
て

い
る
。（
並
行
在
来
線
の
問
題
に
つ
い
て
は

後
述
）。

　
関
西
広
域
連
合
は
、「
北
陸
新
幹
線（
敦

賀
以
西
）ル
ー
ト
提
案
に
係
る
取
組
方
針
」

（
平
成
25
年
４
月
25
日
）に
お
い
て
、北
陸

新
幹
線（
敦
賀
以
西
）ル
ー
ト
に
つ
い
て
、

開
業
ま
で
の
期
間
や
費
用
対
効
果
、開
業
に

よ
る
波
及
効
果
な
ど
の
検
討
を
進
め
、そ
の

結
果
、米
原
ル
ー
ト
が
最
も
優
位
で
あ
る
と

① 小浜ルート
■ルート：敦賀駅-小浜市-亀岡市-新大阪駅
■建設費：約9,500億円（車庫線・回送線整備費は不要）
■建設延長：123km
■所要時間敦賀駅-新大阪駅：33分（42分短縮）
■需要：約26,000人/日
■総便益：約1兆400億円
■開業による波及効果
　全国135、広域連合地域100、関西106、中京6
　（※若狭ルート×関西広域連合地域＝100とした場合）
■メリット
　①東海道新幹線に乗り入れないため相互調整
　が不要。
　②東京-大阪間で二重系統が完全に構築できる。
　③日本海国土軸の構築に寄与する（敦賀-小浜間）。
■デメリット
　需要は3ルート中最小であり、費用対効果や
　開業による波及効果は、京都駅を通らないた
　め最も小さい。
　都心部（新大阪駅付近）での大規模な建設工
　事が必要となる。

② 湖西ルート
■ルート：敦賀駅-高島市-大津市-京都駅
■建設費：約7,700億円（うち約1500億円の車庫線）
■建設延長：81km
■所要時間敦賀駅-新大阪駅：35分（40分短縮）
■需要：約31,000人/日
■総便益：約1兆1,200億円
■開業による波及効果
　全国150、広域連合地域108、関西118、中京6
　（※若狭ルート×関西広域連合地域＝100とした場合）

■メリット
　①開業による波及効果は関西広域連合府県、及
　び、関西全体では全ルート中最大。
■デメリット
　東海道新幹線乗り入れの可能性が不透明であ
　る（上記試算は乗り入れできない場合を想定
　していない）。東海道新幹線のダイヤが過密
　であるため、中央新幹線開業まで新大阪乗り
　入れ本数が極めて制限される可能性がある。
　また、運行管理システムが東海道新幹線と北
　陸新幹線で異なる。
　東京-大阪間の二重系統は完全には構築でき
　ない。ただし、中央新幹線の名古屋駅-三重県
　-奈良県-新大阪駅間が完成すれば二重系統
　が構築できる。

③ 米原ルート
■ルート：敦賀駅-長浜市-米原駅
■建設費：約5,100億円（車庫に係る費用約1500億円含み）
■建設延長：44km
■所要時間敦賀駅-新大阪駅：45分（30分短縮）
■需要：約33,000人/日
■総便益：約1兆1,800億円
■開業による波及効果
　全国177、広域連合地域102、関西114、中京30
　（※若狭ルート×関西広域連合地域＝100とした場合）

■メリット
　①需要は乗り換えなしでは3ルート中最大で、
　費用対効果は乗り換えの有無にかかわらず３
　ルート中最大である。
　②建設費には乗り換えを想定して車庫に係る
　費用を含めているが、既に白山総合車両所が
　あることからコスト削減の余地がある。更に、
　敦賀駅付近に車両基地を建設することも決
　まっている。
　③全国への波及効果は3ルート中最大。
■デメリット
　東海道新幹線乗り入れの可能性が不透明である
　る。東京-大阪間の二重系統は完全に構築でき
　ない。ただし、東海道新幹線と直通可能とい
　う点でバックアップとしても若狭ルートより優
　位である。都心部（新大阪駅付近）での大規
　模な建設工事が必要となる。

北
陸
新
幹
線

米
原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集
会

３
つ
の
課
題

▶福井駅。完成している北陸新幹線高架。「福井県北陸新幹線建設促進同盟会」の「福井を元気にする!北陸新幹線 みんなの力で早期開業!」の看板が設置されている。▶資料提供  滋賀県交通戦略課

新幹線鉄道網図
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▶2015年７月14日（火）「インバウンド先進地視察」（高山市）

提
案
し
、米
原
ル
ー
ト
の
整
備
に
伴
い
発
生

す
る
コ
ス
ト
負
担
に
つ
い
て
は
、国
と
地
方

の
費
用
負
担
の
あ
り
方
や
地
域
の
受
益
の

程
度
な
ど
を
勘
案
し
、引
き
続
き
、関
西
広

域
連
合
と
し
て
検
討
し
、関
西
全
体
で
解
決

を
図
る
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、並
行
在
来
線（
北
陸
本
線
、湖
西

線
を
想
定
）に
つ
い
て
は
、京
阪
神
と
一
体

と
な
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す

る
幹
線
交
通
と
し
て
、重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、関
西
広
域
連
合
は
、

当
該
並
行
在
来
線
の
経
営
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本

か
ら
分
離
さ
れ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、分
離
さ
れ
な
い
よ
う
、国
や
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
求
め
て
い
く
と
記
し
て
い
る
。

　　
整
備
新
幹
線
の
基
本
条
件
は「
整
備
新

幹
線
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
」に
基

づ
き
、以
下
の
基
本
的
な
５
つ
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、着

工
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①
安
定
的
な
財
源
見
通
し
の
確
保

②
収
支
採
算
性

③
投
資
効
果

④
営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
同
意

⑤
並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
に
つ
い
て
の

沿
線
自
治
体
の
同
意

　
並
行
在
来
線
と
は
、整
備
新
幹
線
の
建
設

に
伴
い
、同
区
間
を
走
行
す
る
在
来
線
の

優
等
列
車
が
新
幹
線
に
移
る
線
を
い
う

（
優
等
列
車
と
は
特
急
・
急
行
な
ど
で
、各

駅
停
車
、快
速
、新
快
速
な
ど
は
含
ま
れ
な

い
）。

　
並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
の
考
え
方

は
、整
備
新
幹
線
と
在
来
線
の
２
路
線
経

営
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
の
過
重
負
担
を
回
避
す
る

た
め
、開
業
時
に
Ｊ
Ｒ
の
経
営
か
ら
分
離

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。平
成
２
年
の
政

府
・
与
党
の
申
合
せ
は
、「
建
設
着
工
す
る

区
間
の
並
行
在
来
線
は
、開
業
時
に
Ｊ
Ｒ

の
経
営
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
認
可
前
に

確
認
す
る
こ
と
」で
あ
っ
た
が
、平
成
21
年

12
月
24
日
の「
整
備
新
幹
線
の
整
備
に
関

す
る
基
本
方
針
」で
は
、「
整
備
後
の
新
幹

線
と
並
行
在
来
線
を
と
も
に
経
営
す
る
こ

と
は
、営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
に
と
っ
て

過
重
な
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
る
。こ
の

場
合
に
は
、並
行
在
来
線
を
Ｊ
Ｒ
の
経
営

か
ら
分
離
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、そ
の
経

営
分
離
に
つ
い
て
沿
線
自
治
体
の
同
意
を

得
る
も
の
と
す
る
」と
な
っ
て
い
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、Ｊ
Ｒ
は
並
行
在
来
線

は
経
営
か
ら
分
離
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、並
行
在
来
線
で
あ
っ
て
も
、走
行
区

間
の
収
益
が
よ
く
、新
幹
線
の
開
業
後
も

一
定
の
収
益
が
見
込
め
る
区
間
は
必
ず
し

も
経
営
分
離
し
な
く
て
も
よ
い
と
解
釈
で

き
、現
実
に
合
わ
せ
た
考
え
方
に
変
化
し

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、新
幹
線
の
開
業
に
伴
い
分

離
さ
れ
た
在
来
線
は
、地
方
自
治
体
が
出

資
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
が
引
き
受
け
、列

車
の
運
行
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
、北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
に
お
い
て

も
並
行
在
来
線
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、国
土
交
通
大
臣
政
務
官

上
野
賢
一
郎
氏
は
、北
陸
新
幹
線
の
並
行

在
来
線
問
題
は
、そ
れ
ほ
ど
不
安
に
思
う

こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と「
北
陸
新
幹
線
米

原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集
会
」で
私
見
を
述

べ
た
。

　
現
在
、赤
字
で
困
っ
て
い
る
並
行
在
来

線
は
数
多
く
あ
る
。例
え
ば
、九
州
の
オ

レ
ン
ジ
鉄
道
は
１
日
わ
ず
か
８
０
０
人
し

か
乗
っ
て
い
な
い
路
線
だ
っ
た
。青
森
県

の
青
い
森
鉄
道
は
１
日
２
０
０
人
。盛
岡

の
銀
河
鉄
道
は
１
日
３
０
０
０
人
し
か
乗

っ
て
い
な
い
。し
か
し
、米
原
ー
敦
賀
間

は
、特
急
列
車
を
入
れ
れ
ば
１
日
１
７
０

０
０
人
が
乗
っ
て
い
る
。特
急
列
車
を
外

し
た
と
し
て
も
、１
日
約
１
０
０
０
０
人

が
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
い
る
。仮
に
並

行
在
来
線
と
し
て
分
離
を
さ
れ
た
と
し
て

も
、米
原
ー
敦
賀
間
は
収
益
を
あ
げ
る
こ

と
が
可
能
だ
。よ
く
分
析
を
し
た
上
で
、

本
当
に
大
変
な
の
か
、そ
れ
と
も
頑
張
れ

ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
、或
い
は
、頑
張

れ
ば
も
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
の
か
、確

り
議
論
を
し
、並
行
在
来
線
の
問
題
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
更
に
、上
野
氏
は
、北
陸
新
幹
線
敦
賀
以

西
を
米
原
に
接
続
す
る
こ
と
は
、単
に
北

陸
と
関
西
を
新
幹
線
に
よ
っ
て
繋
ぐ
だ
け

で
は
な
い
。北
陸
・
北
関
東
と
い
う
新
し

い
商
圏
が
生
ま
れ
、中
部
圏
と
も
更
な
る

交
流
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。例
え
ば
観
光

な
ら
ば
、中
部
北
陸
圏
の
知
名
度
向
上
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
を
目
的
と
す
る

「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
不
易
流
行

vol.729

参
照
）は
、中
部
地
方
を
縦
断
す

る
観
光
コ
ー
ス
だ
が
、名
古
屋（
セ
ン
ト
レ

ア
国
際
空
港
）か
ら
滋
賀
県
を
通
っ
て
北

陸
へ
、或
い
は
、名
古
屋
か
ら
滋
賀
県
を
通

っ
て
関
西（
関
西
国
際
空
港
）に
抜
け
る

よ
う
な
ル
ー
ト
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。そ
の
時
、新
幹
線
と
い
う

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前

提
な
の
だ
。そ
し
て
勿
論
、新
幹
線
が
接

続
さ
れ
た
と
し
て
も
、そ
こ
に
魅
力
的
な

コ
ン
テ
ン
ツ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
付

け
加
え
た
。

　
『
超
イ
ン
フ
ラ
論  

地
方
が
甦
る「
四
大

交
流
圏
」構
想
』（
藤
井
聡
著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
）が
本
年
７
月
に
出
版
さ
れ
た
。新

幹
線
が
都
市
の
活
力
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
こ
と
は
明
々
白
々
だ
し
、高

速
道
路
が
そ
の
周
辺
地
域
の
産
業
の
発
展

に
抜
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と

も
明
白
だ
と
し
、地
方
、そ
し
て
日
本
全
体

を
再
生
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
を
巡
る
わ

た
し
た
ち
の「
常
識
」を
乗
り「
超
」え
る

た
め
に
書
か
れ
た
の
が『
超
イ
ン
フ
ラ
論
』

で
あ
り
、「
新
幹
線
」の
整
備
が
都
市
の
発

展
に
と
っ
て
極
め
て
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
及
ぼ
し
て
き
た
こ
と
、地
方
都
市
に
お

け
る
新
幹
線
整
備
こ
そ
が
、地
方
創
生
の

「
切
り
札
」で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。北
陸

新
幹
線
に
関
し
て
も
言
及
し
て
い
る
一
部

分
を
記
し
参
考
と
し
た
い
。

　
『
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
た
富
山
市
は
、

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
様
々
な
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
、日
本
で
最
初
の

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
路
線
開
通
都
市
」と
な
っ
た
。そ

し
て
実
際
の
開
通
を
受
け
て
、今
ま
さ
に

民
間
投
資
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
同
様
に
、そ
の
お
隣
の
金
沢
市
も
ま
た
、

新
幹
線
開
通
に
向
け
て
金
沢
駅
の
再
整
備

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、駅
間
を
中
心
に

様
々
な
投
資
が
進
め
ら
れ
、そ
の
人
口
も

着
実
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。（
中
略
）観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
度
化
し
、そ
れ
に
伴
っ
て
、金
沢
や
富
山

に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ

た
の
で
あ
る
。そ
し
て
、そ
の
チ
ャ
ン
ス

を
め
が
け
て
様
々
な
投
資
が
進
む
と
い
う

好
循
環
が
、新
幹
線
整
備
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
』（
70
頁
・
71
頁
）

（※

Ｌ
Ｒ
Ｔ：
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ

ム
・Light R

ail Transit

）

　
富
山
市
は『
北
陸
新
幹
線
の
開
通
に
あ

わ
せ
て
、新
幹
線
の
駅
舎
の
中
に
我
が
国

で
は
じ
め
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
を
設
置
し
、都

市
間
交
通
で
あ
る
新
幹
線
と
、都
市
内
交

通
で
あ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
接
続
性
を
一
気
に
高

め
る
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行
っ
た
。

（
中
略
）富
山
は
今
、鉄
道
駅
を
中
心
と
し

た
エ
リ
ア
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ

た「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」へ
と
変
貌
を

遂
げ
る
、そ
の
一
歩
を
歩
み
始
め
た
の
で

あ
る
」（
１
５
０
頁
〜
１
５
１
頁
）。

　　　
北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
は
、冒
頭
に

記
し
た
よ
う
に
新
幹
線
整
備
計
画
の
北

陸
・
中
京
新
幹
線（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
管
内
）に

合
致
し
て
い
る
。米
原
ル
ー
ト
が
実
現
し

た
な
ら
ば
、米
原
は「
東
海
・
北
陸（
北
関

東
）・
中
部
・
関
西
の
結
節
点
」と
し
て
日

本
の
交
流
の
拠
点
と
な
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。米
原
が
結
節
点
と
な
っ
た
時
、モ

ビ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
民
間
投
資

を
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
が
な
け
れ
ば
、

大
交
流
時
代
の
単
な
る
通
過
点
に
し
か
成

り
得
な
い
。リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
栗
東

新
幹
線
駅
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
視
野
に

入
れ
、関
西
、そ
し
て
滋
賀
の
経
済
成
長
を

期
す
る
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
画
き
、滋
賀

の
将
来
世
代
に
対
す
る
責
任
と
広
域
的
な

観
点
か
ら
、「
北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
」

に
オ
ー
ル
滋
賀
で
の
取
り
組
み
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

並
行
在
来
線
の
問
題

新
幹
線
が
地
方
を
救
う

米
原
ル
ー
ト
の
実
現
を
！

※

▶北陸新幹線富山駅。ＬＲＴ（Light Rail Transit）駅と新幹線駅舎がつながっている。
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常
議
員
会

　
８
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
８
月
５
日
当

所
に
て
、常
議
員
17
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・木

村
・中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
ら
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
出
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
し
、

議
案
と
し
て
、①
新
入
会
員
11
件
の
承
認
、

②
常
議
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
、竹
村
雅
人

氏
の
後
任
と
し
て
、土
田
博
士
氏（
㈱
滋
賀
銀

行
彦
根
支
店
）を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
満

場
一
致
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の

報
告
事
項
で
、部
会
・委
員
会
等
報
告
に
続
い

て
、近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会
の
設
立

計
画
、海
外
への
事
業
展
開
に
関
す
る
調
査
報

告
、北
陸
新
幹
線
米
原
ル
ー
ト
実
現
決
起
集

会
の
開
催
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
報
告
と
告
知

が
あ
り
ま
し
た
。

常
議
員
に「
土
田
博
士
氏
」を
選
任

当
所
役
員
も
参
加

滋
賀
県
経
済
交
流
団 

中
国
湖
南
省
を
訪
問

　
８
月
９
日（
日
）10
日（
月
）11
日（
火
）滋

賀
県
経
済
交
流
団（
団
長
：㈱
滋
賀
銀
行 

取

締
役
頭
取 

大
道
良
夫
氏
）は
、滋
賀
県
と
友

好
関
係
を
結
ぶ
中
国
湖
南
省
長
沙
を
訪
問
し

ま
し
た
。当
初
か
ら
は
、夏
原
・中
川
副
会
頭
、

北
村
顧
問
、宮
川
常
議
員
、喜
多
村
議
員
が

参
加
し
、滋
賀
県
の
三
日
月
知
事
を
代
表
と

し
て
滋
賀
県
代
表
団
、専
門
家
代
表
団
、経
済

交
流
団
、県
民
友
好
交
流
団
、高
校
交
流
団
、

そ
の
他
の
計
約
１
０
０
名
の
代
表
団
と
な
り

ま
し
た
。

　
10
日（
月
）は
、通
程
国
際
ホ
テ
ル
に
て
琵
琶

湖―

洞
庭
湖
水
生
態
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行

わ
れ
日
本
側
約
１
０
０
名
に
加
え
、中
国
側
か

ら
は
李
友
志
湖
南
省
人
民
政
府
副
省
長
を
始

め
１
０
０
名
以
上
の
政
府
関
係
者
や
専
門
家

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。午
後
か
ら
は
平
和
堂
の

五
一
店
を
見
学
し
、現
在
平
和
堂
は
長
沙
に
て

４
店
舗
展
開
さ
れ
、日
本
で
言
う
高
級
デ
パ
ー

ト
の
店
構
え
で
、大
規
模
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成27年6月24日～8月5日　会員数 1,594件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建設業
化学工業

㈲あゆむーくらし工房 建築業 若林　秀幸 犬上郡多賀町多賀1333-1
金澤製作所 プラスチック加工業 金澤　芳夫 彦根市大堀町429-5

合同会社 丸藤楽器

テクノシミズ

楽器小売業

電気・設備工事業

藤岡　正樹 彦根市中央町6 -11 1階

清水　暢彦 彦根市長曽根南町485- 3

焼肉＆サラダバーでん 彦根店
らーめんチキン野郎
まーじゃんはうすジャンナ

飲食業
飲食業
貸卓業

中川　朝陽
柿町　亮太
柏原　雄二

彦根市戸賀町154 -1
彦根市大薮町21- 22
彦根市高宮町1338-1観光・サービス

玉木美津子税理士事務所 税理士業 玉木　美津子 彦根市新海浜2-4 - 3理財

観光・サービス

㈲浦田 日用雑貨卸売業 西野　貢司

建設業
建設業
卸商業
小売商業
観光・サービス

立神板金工業 建築板金業 立神　健二 彦根市正法寺町727-10

彦根市平田町131- 2

会議・行事 開催報告

青年部通信 YEG September.20l5
７
月
度
例
会「
彦
根
版
風
会
議
」

青年部伝言板

　
去
る
、７
月
８
日（
水
）に
マ
リ
ア
ー

ジ
ュ
彦
根
に
て
青
年
部
メ
ン
バ
ー
を

始
め
総
勢
79
名
の
参
加
の
も
と
７
月

度
例
会
を
行
い
ま
し
た
。過
去
数
回

に
わ
た
る
風
会
議
を
通
じ
て
、市
役
所

若
手
職
員
有
志
の
方
々
と
親
交
を
深

め
有
意
義
な
話
合
い
を
続
け
て
参
り

ま
し
た
が
、今
回
は
大
学
生
有
志
の

方
々
も
迎
え
、非
常
に
活
発
で
よ
り
幅

広
い
意
見
が
飛
び
交
う
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
彦
根
の
将
来
を
思
う
者
同
士
が
集

ま
り
、色
ん
な
意
見
の
す
り
合
わ
せ
が

で
き
た
風
会
議
当
日
は
勿
論
、準
備
期

間
中
に
行
わ
れ
た
数
多
く
の
打
ち
合

わ
せ
は
、こ
の
風
会
議
を
成
功
へ
と
導

夏
季
親
睦
例
会

　
去
る
７
月
24
日（
金
）夏
季
親
睦
例

会
が
荒
神
山
自
然
の
家
に
て
会
員
と

家
族
、青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ
ロ
ー
メ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
方
と
家
族
を
合
わ
せ
１

０
０
名
の
出
席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
君
の
司
会
進
行
の
も
と
、安
齋

会
長
の
挨
拶
、青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
フ
ェ

ロ
ー
メ
ン
ズ
ク
ラ
フ
の
石
原
会
長
に

よ
る
乾
杯
の
発
声
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
、青
年
部
Ｏ
Ｂ
の
方
と
の

交
流
、青
年
部
会
員
の
家
族
を
含
め
た

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、日
頃
の
青
年

部
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

家
族
へ
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的

■ 第３回彦根ＹＥＧジュニアエコノミーカレッジ参加者・保護者合同説明会及び合宿セミナー9月5日（土）9時～6日（日）17時於：荒神山
自然の家  ■ 青年部臨時総会・９月度例会9月11日（金）18時30分開会於：当所４Ｆホール  ■ 第５回彦根ＹＥＧわーくメッセ 10月12日
（月・祝）10時～16時於：市内商店街  ■ 日本商工会議所青年部第33回近畿ブロック大会わかやま大会10月17日（土）8時30分～ 於：和
歌山ビッグホエール他  ■ 会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

いい秋散策プラン班会議
志賀谷光弘班長
７月16日　当所にて開催

当所青年部　古式銃研究会
夏季親睦会
杉本定幸会長
7月18日　彦根びわこホテルにて開催

ＧＡＴ彦根  町屋活用委員会
橋川高治委員長
7月22日　当所にて開催

まちづくり会社準備室会議
中川 哲担当副会頭
志賀谷光弘室長
7月28日　五環生活にて開催

建設業部会  幹事会
田附 弘部会長
7月28日　当所にて開催
■平成27年度部会活動
■部会からの要望事項
■その他意見交換

し
た
。翌
日
11
日（
火
）は
、滋
賀
県
経
済
交
流

団
と
湖
南
省
工
商
連
合
会
の
交
流
行
事
が
行

わ
れ
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
日
本
と
中
国
は
様
々
な
問
題
も
抱
え

て
お
り
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
我
々
の

訪
問
が
少
し
で
も
両
国
の
友
好
関
係
に
貢
献

し
、滋
賀
県
と
湖
南
省
が
益
々
友
情
を
深
め

互
い
に
発
展
し
て
い
く
事
を
期
待
し
ま
す
。

September.2015

■９月25日（金） 応急手当講習（研修委員会担当）  ■11月７日（土）・8（日）いい秋散策「変身体験」実施  ■11月18日（水）県女連視察
研修会（彦根担当）  ＊会員の皆様のご参加お願いいたします。　

　本年はゆかたまつりと彦根ばやし総おどり大会が同日に開
催され、第１部の15：30から夢京橋で創作 彦根ばやしを、第２
部の19：00から正調彦根ばやしを銀座・中央商店街で踊りま
した。最後には、市民みんなで江州音頭で盛り上がりました。
　　　　　　　　　　　　　　　（ブティックS.K  杉本 千鶴子）

女性会通信   

INFORMATION  問合わせ先　TEL.0749-22-4551 担当　柴田・金時

「彦根ばやし総おどり＆ゆかたフェス」に参加
　平成27年８月２日、宝山園
（守山市）に於いて、守山・近江
八幡・彦根女性会合同開催の県
知事との意見交換会が開催さ
れました。
　日常お忙しい中、私たち女性
会に貴重なお時間を頂き、環境・教育・暮らし・健康・交流につ
いて活発な意見交換が出来ました。また女性ならではの言葉の
おもてなし、女子旅ツアー等、女性の力を出して滋賀をアピール
してほしいと熱く語られました。私たちも若き知事にエールを
送りたいと思います。  　　　　　　（田中司法事務所  田中 多鶴枝）

滋賀県知事との意見交換会を開催

く
こ
と
に
加
え
て
、事
業
を
行
う
に
あ

た
る
議
論
の
本
質
を
物
語
る
最
た
る

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
提
案
し
た
意

見
に
、市
の
メ
ン
バ
ー
、学
生
メ
ン

バ
ー
が
積
極
的
で
建
設
的
な
肉
付
け

を
し
た
テ
ー
マ
。そ
れ
を
例
会
に
お
い

て
熱
く
議
論
を
積
み
重
ね
て
い
く
過

程
。そ
れ
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
枠

に
囚
わ
れ
て
い
た
我
々
に
と
っ
て
、学

生
か
ら
は
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
様
な

意
見
や
ア
イ
デ
ア
が
投
げ
か
け
ら
れ
、

市
職
員
か
ら
は
冷
静
に
し
て
熱
い
意

見
と
要
望
が
青
年
経
済
人
で
あ
る

我
々
に
問
い
か
け
ら
れ
る
。ま
さ
に

我
々
が
目
指
す
、官
学
民
が
一
体
と
な

り
相
互
に
意
思
疎
通
が
は
か
ら
れ
て

い
る
瞬
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

   

㈲w
ith

構
造
設
計
室  

神
野  

森

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、多
く
の
会
員
と
交
流
を

深
め
、大
人
も
子
ど
も
も
家
族
と
楽
し

く
食
事
を
し
な
が
ら
、穏
や
か
な
雰
囲

気
の
中
過
ご
し
ま
し
た
。

　
担
当
委
員
会
に
よ
る
余
興
で
は
、子

ど
も
向
け
に
宝
探
し
ゲ
ー
ム
や
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、わ
た
が
し
等
の

夜
店
を
催
す
と
共
に
、大
人
の
方
に
も

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ク
テ
ル
を
提
供
す
る
な
ど
、趣
向

を
凝
ら
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
例
会
を
運
営
す
る
中
で

経
験
し
た
こ
と
を
今
後
の
事
業
で

活
か
す
と
共
に
、総
勢
１
０
０
名
と

い
う
多
く
の
ご
参
加
を
頂
き
、有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
こ
と
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

    

㈲
西
田
製
作
所  

西
田 

真
也



名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋名古屋

岐阜岐阜

津

大津大津大津大津

京都京都京都京都京都京都京都京都京都

大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪大阪

神戸神戸神戸神戸

和歌山和歌山和歌山和歌山和歌山和歌山和歌山和歌山和歌山

奈良奈良奈良奈良奈良奈良

富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山富山

金沢金沢

福井

約70km

約7
0k
m

約
50
km

不易流行 89 彦根商工会議所

▶浴衣姿の来場者で賑わうゆかたフェス会場

  

お
礼

　

当
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
一
連
の

夏
ま
つ
り
行
催
事
も
無
事
に
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
並
び

に
諸
団
体
の
皆
様
を
は
じ
め
、警
察
、

消
防
当
局
の
ご
指
導
、地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

彦
根
七
夕
ま
つ
り

　
７
月
25
日
、サ
マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
中
の
商
店
街
に
て
、市
内

大
学
生
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
を
含
む「
七
夕
星
空
広
場
」を
開

催
し
ま
し
た
。（
詳
細 

左
下
に
別
掲
）

● 

彦
根
大
花
火
大
会

　
８
月
１
日
、松
原
水
泳
場
に
て
約
一
万

発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、光
と
音
の

シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

● 

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　
８
月
６
日
、芹
川
河
川
敷
に
て
数
千
の

灯
籠
を
流
し
、先
祖
へ
の
感
謝
と
自
然
の

恵
み
に
感
謝
す
る
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

● 

彦
根
ば
や
し
＆
ゆ
か
た
フ
ェ
ス

　
８
月
８
日
、今
年
は
恒
例
の「
彦
根
ゆ
か

た
ま
つ
り
」と「
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り

彦
根
の
夏
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
終
了

大
会
」を
一
体
化
し
た
催
し
と
し
て
同
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
の「
ゆ
か
た
フ
ェ
ス
」は
、涼
し

げ
な
浴
衣
姿
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
な

ど
約
一
万
人
が
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー

ド
に
集
ま
り
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
景

品
が
当
た
る
抽
選
会
等
の
多
彩
な
催
し
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
で
は
彦
根
の
伝
統
芸
能
踊

り
や
創
作
踊
り
が
披
露
さ
れ
、当
所
女
性

会
は
、新
曲「
彦
根
ヨ
イ
ヨ
イ
節
」の
創
作

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
の「
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大

会
」は
、銀
座
・
中
央
商
店
街
一
帯
に
て
、

企
業
や
各
種
団
体
等
27
団
体
の
総
勢
１
０

８
５
人
が
参
加
。当
所
か
ら
は
、役
職
員

等
の
連
、華
や
か
な
赤
い
衣
装
の
女
性
会

連
、法
被
姿
の
青
年
部
連
の
総
勢
約
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。「
正
調
彦
根
ば
や
し
」

を
約
一
時
間
踊
っ
た
後
、最
後
は
観
客
も

参
加
し
て「
江
州
音
頭
」を
踊
り
、大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
終
了
後
に
審
査
発
表
が
あ
り
、当
所
青

年
部
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま
し

た
。

彦
根
の
夏
の
風
物
詩「
彦
根
七
夕
ま
つ
り
」や「
彦
根
ば
や
し
＆
ゆ
か
た

フ
ェ
ス
」な
ど
、一
連
の
夏
の
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■七夕星空コンサート
　リバーサイド橋本通り商店街にて、吹
奏楽やアコースティック音楽など、大学
生らによる演奏会を開催しました。
■スタンプラリー＆ガラポン
　４つの商店街を巡るスタンプラリー
とガラポン抽選を組み合わせたイベン
トを開催。スタンプポイントでは参加
者に笹飾りやクイズ等を楽しんでいた
だきました。
■七夕ふれあい動物園
　中央商店街にて動物園を開催。ポ
ニー、ヤギ、ウサギなどの可愛い動物に
触れていただくコーナーをはじめ、鳥や
イグアナなど珍しい生き物も人気を集
めました。
■わーくメッセ
　銀座商店街にて、当所青年部による
子ども達のお仕事体験イベントを開
催。「ブーケ作り」「鉄骨組み立て」「タ
イヤ取り付け」「お菓子の包装」の４つ
の職業体験を実施しました。

「彦根七夕まつり」

■ 国際観光プロモーション戦略
●ハイエンドなインバウンド観光客を誘致するために、ターゲッ
トとなる都市を選定。
●ＪＮＴＯの情報網を活用し、ターゲットとなる都市に訴求効果
のあるエージェントやブロガーへのアプローチやイベントへの
参加を通して、具体的な誘致活動を展開する。
●エージェント用モデルツアーの企画や参加者へのアンケート・
ヒアリングを通して、湖東エリア観光の研究を行い、ノウハウを
蓄積する。
■ ブランド開発戦略
●プレミアムな湖東エリアのイメージを伝えるために、ウェブサ
イトやパンフレット、PV等のPRツールの多言語化とブランディ
ングを行う。
●物産品、食、まつり、町並みも統一テーマのもとでブランディ
ングし、観光資源のブラッシュアップを図ることで、観光客の満
足度を高める。
●エージェント用モデルツアーで蓄積されたノウハウを活用し、
ツアー商品の開発を行う。
■ 観光投資戦略
●外国人観光客が安心して旅ができるよう案内表示やWi-Fi
整備などのインフラ投資を促す。
●観光施設や宿泊施設を増加させるため、デベロッパーへの誘
致活動を行う。
■ 海外関係機関や近隣都市等との多面的な連携
●広域の魅力を生かすために大都市も含めた近隣都市との連
携体制を構築する。
●ＪＮＴＯの国際観光コネクションを活かして情報収集を行う。
●ＪＮＴＯの海外展開ノウハウを活用し、海外エージェントへの
誘致活動と合わせて、エリア内の産品のプロモーションを行う。

ACTION PLAN IMAGE

※掲載のACTION PLAN IMAGE一部分です。
※詳細は彦根商工会議所までお問合せください。

　この度、当所の呼びかけにより、圏域の歴史や伝統に裏打ちされた戦略的ストーリーを効果的に発信し、世界から選ばれ
る魅力ある観光地域づくりを推進するため、経済団体の主体的な連携と日本政府観光局の効果的活用により、訪日外国人
旅行者の誘客に取り組むことを目的に「近江インバウンド推進協議会」を設立する運びとなりました。
　そこで、賛同いただける当所会員事業所を中心に、協議会の会員事業所を募集いたします。将来の彦根の持続的な経済循
環のため、ぜひご入会賜りますようよろしくお願いいたします。

■ご入会のメリット
　・域内観光消費拡大に関する情報をいち早く入手することが可能です。
　・日本政府観光局（ＪＮＴＯ）の事務所や主催する展示会でのPRが可能です。（例：外国語HP・パンフレットへの掲載等）
　・エージェント向けモデルツアーのルートに積極的に提案させていただきます。
　・当協議会へ入る外国人観光客誘致や観光投資に係る情報をいち早く入手することが可能です。
　・その他随時、事業を進める上で協議会会員様へメリットのある情報を提供していきます。
■会費　一口 年間 30,000円
■お申し込み・お問い合わせ
　近江インバウンド推進協議会事務局
　〒522-0063　彦根市中央町3-8　彦根商工会議所内／ TEL.0749-22-4551 ／ FAX.0749-26-2730

近江インバウンド推進協議会 会員事業所募集！

海外での認知度が低い 

活かしきれていない地域資源

外国人が目的地にたどりつけない

外国人への訴求力が弱い

人口減少

戦略的なプロモーション

地域資源のブランディング

安心して回遊できる環境の整備

海外関係機関や近隣都市等との
多面的な連携

高まった魅力による交流・定住
人口の拡大

広域地図を見ると、湖東エリアは京都と名古屋のちょうど中間に位置し
ていることがわかり、距離的にも70km程度で十分に観光ルートとして
連携できる範囲内と言えます。空路に関しては、大阪に関西国際空港、大
阪国際空港、名古屋にセントレア（中部国際空港）、県営名古屋空港があり、
鉄道や道路を利用することで、関空着、湖東エリア泊、セントレア発といっ
たルートも容易です。1週間ほどのインバウンド観光ルートとしては、日
本の魅力を存分に味わえるプランが提案できます。

　「彦根ヒストリア講座」は、城下町彦根の歴史を時系列で学ぶこと
ができる全10回の歴史講座です。毎回、魅力あるテーマと、彦根ヒス
トリア講座のオリジナル資料、普段では観ることのできない特別展示
など、充実した内容で第４講まで終了しました。第５講（9月16日）第

６講（10月21日）は、
いよいよ「城下町大解
剖」の始まりです。
　また、開催日が未定
だった第９講・第10講
の開催日が決定しまし
たのでお知らせいたし
ます。

HIKONE premium seminars しごと・くらし・おもてなしで役立つ!

開講日決定！彦根ヒストリア講座第9・10講

受講料  会員500円／非会員・一般700円／学生無料
場　所  彦根商工会議所４階大会議室
　　　　 19：00スタート（前半50分・休憩・10分・後半50分）

各分野の専門家がゲストに登場予定

第９講 平成28年2月3日（水） 平成28年3月30日（水）

「空白の彦根藩」
● 桜田門外の変から明治維
新へ

第10講

「彦根藩士ベスト10」 
● 彦根で暮らすなら知ってお

き

たい人物

▶戊辰戦争で活躍する青木貞兵衛（彦根市立図書館蔵） ▶明治の三筆 日下部鳴鶴（彦根城博物館蔵）

●お申込み 彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551
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　「桜田門外の変」前日に井伊
直弼が詠んだ歌である。違勅の
逆賊、朝敵、安政の大獄の極悪
人のままで私はいい。理解してく
れる人には伝わるのだ。それでい
いではないか……。そんな気持
ちだったのだろうか。
　「開国の元勲」、或いは「国賊」、
日本の歴史において井伊直弼ほ
ど評価が分かれる人物もいない。
その評価は、ある時々の、ある
人 に々よって創られ、巧みに利用
されてきた。現在でも、立場や主
義、生まれた場所によって、様々
な歴史観がある。
　「文久の幕政改革」（文久２年
／1862）で、彦根藩は直弼の側
近であった長野主膳と宇津木六
之丞を斬首、家老木俣清左衛門
と庵原助右衛門を処罰すること
で譴責を免れようとしたが、井伊
家に対し京都守護の解任、10万
石削減が命じられた。幕閣として
直弼が行った「無勅許調印」や
「安政の大獄」の政治責任を彦
根藩井伊家が一身に負うことに
なったのだ。徳川の先鋒でもなく、
京都守護でもなくなった彦根藩
は以後、失った領地10万石を取
り戻し、誇りを回復するため懸命
に徳川幕府のために戦った。
　そして、傷ついた誇りを回復し
ようとする努力は平成の今も続い
ている。

　慶応４年（1868）、鳥羽伏見の
戦闘で、戊辰戦争の火蓋は切ら
れる。この時、彦根藩内には、徳
川の恩顧に報い徳川方につくべ
きという意見もあったが、井伊直

憲は藩論を統一し、「大義名分に
奉じる」と決した。大義名分とは
「京都守護職」のことである。この
ことは、井伊家が直政以来、代々
受け継ぎ且つ諸藩も認知して来
た事であった。幕府が政権を返
上した今、徳川方を離れ、朝廷に
遵うと決したのだ。
　戊辰戦争は、敗れた旧幕臣や
佐幕諸藩の出身者たちに、その
後の明治社会を不利な状況のな
かで生きることを強いた。彦根藩
は「官軍」側に立ち戦ったとはい
え、明治政府の中軸を担った薩
長両藩、とくに吉田松陰門下を
中心とする長州藩出身者たちの
宿怨の対象となっていく。

  平成25年（2013）12月24日、
日本経済新聞文化欄の『銅像は
つらいよ』と題した記事に「井伊
直弼像」が取り上げられている。
　「旧彦根藩士の相馬永胤が
井伊の銅像計画を立てたのが
1881年のこと。上野公園など候
補地を探るが不調のまま、時が
経つ。99年に日比谷公園に設置
と決まるが、勅許を待たずに日米
修好通商条約を締結した井伊の
外交の是非が議論の的となり、
決しない。（中略）1903年に日比
谷公園設置を東京市長が許可
するが、政府がそれを阻止し、09
年の横浜開港50周年を期して横
浜掃部山に建設することとなる
（後略）」。
　相馬永胤は専修学校（後の専
修大学）を創立、初代校長、初代
学長を務めた人物である。
　彦根の井伊直弼銅像は、横浜
の翌年、明治43年（1910）に招
魂社（現：護國神社）に直弼没後

冠束帯姿）。それは、違勅の逆賊、
朝敵とまでいわれる井伊直弼へ
の攻撃に対し、あくまで天皇の忠
実な家臣であるということを、名
称と姿で表現したものだった。
　京の守護職という自負もあり、
違勅という攻撃は、彦根の人たち
にとっても疼きの源なのである。
　理解してくれる人には伝わるの
だ。それでいいではないか……。
今も尚、直弼公のおられた高みに
は辿り着けない現実ある。

参考
『井伊直弼』母利美和・吉川弘文館（2006年）
『新修彦根市史 第三巻 通史編 近代』（2011年）
『彦根市史』下冊（1964年）
『彦根藩最後の藩主井伊直憲』（彦根史談会・
2001年）
『開国カンファレンス記録集』（国宝・彦根城築
城400年祭実行委員会・2007年）

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑤

井伊直弼朝臣像
50年を記念して建てられた。銅
像は、昭和15年（1940）まで招魂
社にあった。以降、昭和15年～
昭和19年（1944）彦根公会堂
（青年学校）前庭、昭和24年
（1949）～昭和33年（1958）沙々
那美神社（護國神社）、昭和33
年（1958）～金亀公園（金亀児
童公園）と場所を移動している。
尚、像は戦時の金属供出され、現
在の金亀公園の直弼像は二代
目となる。
　銅像の正式名称は「井伊直弼
朝臣像」という。武家の姿ではな
く朝廷の位で正四位上、左近衛
権中将という井伊直弼が天皇か
らいただいた位階に相当する服
装で立っている（横浜の銅像も衣

▶井伊直弼朝臣像
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彦根市経済活性化対策住宅改修等促進事業
　 第２回受付開始

　地域経済の活性化および居住環境の向上を図るため、市
内に本社がある法人または、市内に住所がある個人の施工
業者を利用して、住宅の改修等を行う場合に、その経費の
一部を助成します。

受付期間   ９月１日（火）～１0月3０日（金）
                    ※平日 ８：30～１７：15

問合先　      彦根市地域経済振興課
                  TEL.0749-３０-６１１９  ＦＡＸ.0749-２４-９６７６

　当所中小企業相談所では、中小企業向け施策普及のため
のパンフレット「彦根商工会議所活用ガイド」（Ａ４判・６ページ・
全ページカラー）を発刊しました。
　商工会議所・中小企業相談所の事業内容から、各種経営
相談サービス、各種公的融資制度、各共済・保険制度の概要
などを紹介しています。
　当所窓口でも無料配布しておりますので、ぜひご活用ください。

彦根市・彦根商工会議所・稲枝商工会共催による、第62回彦根
市優良従業員表彰式を挙行いたします。以下の基準に該当する
方がおられましたら、ぜひご推薦ください。

「彦根商工会議所活用ガイド」を発刊

第62回彦根市優良従業員表彰式
日時　平成27年11月20日（金）午前９時３０分～
場所　彦根商工会議所  ４階大ホール（彦根市中央町３-８）

役立つ情報がコンパクトに！

「彦根市優良従業員表彰規程」に定める対象業種に従事して
いる方で、 ①勤続年数が１５年以上で、職務に精励し素行方
正である方、②職務に関し有益な研究及び発明発見をし、ま
たは著しい業績をあげ特に企業の振興をはかり他の模範とな
る方、③天災、その他非常事態等に際し適切な処置をとり、業
務上の危害を未然に防止する等特に功労のあった方。ただ
し、家族従業員  （法人においては役員）と、過去にこの表彰を
受けた方は除きます。
締切後、審査会を経て被表彰者を決定します。表彰状を贈り、
表彰します。
９月３０日（水）までに所定の推薦書にて当所まで提出してく
ださい。（彦根市地域経済振興課・稲枝商工会でも受付でき
ます）（締切期日厳守）
当所・彦根市役所地域経済振興課・稲枝商工会にあります。
また、当所ホームページからもダウンロードしていただけます。
（http://www.hikone-cci.or.jp/62yuryo.html）
彦根商工会議所業務課 TEL.22-4551
彦根市地域経済振興課 TEL.30-6119
稲枝商工会 　　　　　TEL.43-2201

①「増築、改築、修繕、補修等の工事」「下水道工事」「外構工事」
「防犯対策工事」「省エネ対策工事」のいずれかの工事（新築工
事および新築工事と併せて行う工事は対象となりません。）
②平成27度中の工事（平成27年４月１日以降に着工し、平
成28年３月31日までに完了する工事）
※４月１日以降の工事で既に完了している工事も対象にな
ります。ただし、工事着工前の写真が必要です。
③助成対象工事の経費が20万円以上（消費税を含む。）の工事
※詳しくは、本事業の『手引き』をご覧ください。『手引き』は、
市地域経済振興課および支所・各出張所で配布するほか、市
ホームページにも掲載しています。

市内の住宅。ただし、マンションなどの集合住宅は自己所有
部分のみが、店舗などの併用住宅は居住部分のみが対象です。
事務所や店舗、賃貸アパートなどは対象外です。

次の①②の両方を満たしている人
①市内に住民登録を有する人で、対象となる住宅を自ら所有
（２親等以内の親族が所有する場合を含む。）し、そこに自ら
居住している人
②市税や彦根市の各種融資の償還について滞納がない人

「第２回事前申込み」　市地域経済振興課および支所・各出張
所にある『事前申込書』に必要事項を書いて、市地域経済振興
課の窓口に提出してください。申込書は彦根市ホームページ
からダウンロードすることもできます。
申込者が多数の場合は、予算の範囲内で抽選を行います。当
選者には、『助成候補者決定通知書』および交付申請の方法を
明記した『助成金交付申請の案内』を、落選者には『落選通知
書』をそれぞれ11月中旬に送付します。

助成対象工事経費の10％で、最高10万円（千円未満は切捨て）

■対象住宅

■対象者

■助成額

■申込方法（第２回事前申込み）

■対象工事   次の①から③を全て満たしている工事

彦根市優良従業員表彰 被表彰者推薦のご案内

戊辰戦争

井伊直弼銅像

さきがけし心の花の一房は
　散りても後ににおひぬるかな

被表彰者の推薦について
■対　象

■表　彰

■推　薦

■書　類

■問合せ
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▶井伊直惟画像（彦根 清凉寺所蔵）
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あ
る
と
の
判
断
が

幕
府
側
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。直

惟
は
こ
の
時
、井
伊
家
の
家
督
は
継
が
な

か
っ
た
も
の
の
、正
徳
元
年（
一
七
一
一
）十

月
、備
中
守
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
、同
年

十
一
月
か
ら
は
溜
詰
入
り
し
、若
年
な
が

ら
も
彦
根
藩
の
次
期
藩
主
と
し
て
江
戸
幕

府
へ
の
勤
め
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

正
徳
四
年
二
月
、直
興
は
約
三
年
の
当
主

再
勤
期
間
を
経
て
、再
び
隠
居
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、直
惟
は
十

五
才
で
家
督
相
続
を
し
ま
す
。

　
直
惟
が
井
伊
家
当
主
を
勤
め
て
い
た
時

期（
一
七
一
四
〜
三
五
）の
大
部
分
は
、八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
治
世
で
し
た（
将
軍

在
職
は
一
七
一
六
〜
四
五
）。吉
宗
は
鷹

狩
を
得
意
と
し
て
お
り
、た
び
た
び
鷹
狩

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。吉
宗
に
倣
っ
た
も

の
か
、直
惟
も
鷹
狩
を
好
ん
で
行
っ
て
い

た
よ
う
で
、彦
根
で
鷹
狩
を
行
う
際
に
家

臣
に
指
示
を
出
し
た
古
文
書
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
主
と
な
っ
た
直
惟
は
、幕
府
へ
の
勤

め
と
し
て
井
伊
家
歴
代
が
行
っ
て
き
た
職

務
を
勤
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
正
徳
五
年
に
徳
川
家
康
百
回
忌
に
か
か

る
日
光
代
参（
将
軍
徳
川
家
継
の
名
代
）、

享
保
四
年（
一
七
一
九
）に
は
朝
鮮
通
信

使
の
御
用
を
、享
保
十
年
四
月
に
は
徳
川

家
重
の
元
服
式
に
お
い
て
加
冠
役
を
、享

保
十
三
年
四
月
に
は
徳
川
吉
宗
の
日
光
参

詣
へ
の
供
奉
な
ど
、幕
府
御
用
を
勤
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
順
調
に
御
用
を
勤
め
て
い

た
も
の
の
、享
保
十
九
年
、病
気
を
理
由
に

弟
の
直
定（
直
興
十
四
男
）を
養
子
と
し
、

翌
享
保
二
十
年
五
月
、三
十
六
才
の
若
さ

で
隠
居
し
ま
す
。

　
直
惟
に
は
直
禔（
当
時
九
才
、の
ち
九
代

当
主
）、直
章（
当
時
五
才
、の
ち
十
代
直
幸

な
ど
の
子
供
が
い
ま
し
た
が
、い
ず
れ
も

幼
少
だ
っ
た
た
め
、三
十
四
才
の
直
定
に

家
督
を
譲
っ
た
の
で
す
。

　
当
時
直
定
は
、彦
根
藩
か
ら
一
万
石
を

分
知
さ
れ
成
立
し
た
彦
根
新
田
藩
の
藩
主

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、直
惟
の
養
子
と

な
っ
た
こ
と
で
、そ
の
領
知
を
彦
根
藩
へ

戻
し
て
い
ま
す
。

　
隠
居
し
た
直
惟
は
彦
根
へ
戻
り
ま
す
が
、

病
気
の
影
響
か
元
文
元
年（
一
七
三
六
）、

死
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。享
年
三
十
七
。

死
後
、井
伊
家
菩
提
寺
の
清
凉
寺（
現
・
彦

根
市
）に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
十
八
世
紀
前
半
か
ら
、幕
府
そ
し
て
諸

藩
に
お
い
て
財
政
が
窮
乏
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
に
、商
品
経
済
の
進
展
に
よ
り
物
価

の
上
昇
で
歳
出
が
増
加
し
た
の
に
対
し
、

年
貢
収
入
の
伸
び
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が

理
由
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
彦
根
藩
に
お
い
て
も
、直
惟
が
当
主
を

勤
め
て
い
た
時
代
、財
政
が
悪
化
し
て
い

き
ま
す
。

　
彦
根
藩
は
寛
永
十
年（
一
六
三
三
）に

五
万
石
の
加
増
を
受
け
、領
知
三
十
万
石

と
な
り
ま
し
た
。譜
代
大
名
と
し
て
は
最

大
の
領
知
を
有
す
る
大
名
と
な
り
ま
し

た
が
、彦
根
藩
の
収
入
は
、万
治
二
年（
一

六
五
九
）を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
へ
と
転

じ
ま
す
。享
保
三
年
、彦
根
藩
は
幕
府
へ

「
勝
手
不
如
意
」（
財
政
悪
化
）の
旨
を
届
け

て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、「
元
米
」の
不
足

が
あ
り
、つ
い
で
借
銀
・
買
い
掛
け（
代
金

後
払
い
で
の
購
入
）が
返
済
不
能
に
陥
ら

ん
と
す
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

様
々
な
対
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
時
期
、将
軍
・
吉
宗
は
享
保
の
改

革
と
呼
ば
れ
る
改
革
を
行
っ
た
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
吉
宗
は
ぜ
い

た
く
を
禁
じ
倹
約
を
命
じ
て
い
ま
し
た
が
、

彦
根
藩
に
お
い
て
も
幕
府
と
同
様
、倹
約

を
命
じ
る
法
令
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
彦
根
藩
は
、「
上
米
」・「
差
上
米
」・

「
差
出
米
」な
ど
の
名
目
で
家
臣
の
給
与
を

削
減
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
策
に
よ
り

削
減
で
き
た
の

は
、享
保
十
六
年

段
階
で
三
万
三

千
俵
に
ま
で
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、そ
れ

で
も
財
政
状
況

は
好
転
し
な
か

七
代 
井
伊 

直
惟
（
一
七
〇
〇
〜
一
七
三
六
）

　　　　　　できごと

井伊直興（井伊家４代当主）の13
男として生まれる。

井伊直恒（井伊家６代当主）、死去、
井伊直興再勤。

井伊直興再隠居。直惟、井伊家の
家督を相続（井伊家７代当主）。

掃部頭を称する。日光名代を勤める。

朝鮮通信使御用を勤める。

徳川家重元服の加冠役を勤める。

徳川吉宗の日光参詣供奉。

井伊直定を養子とする。

隠居。井伊直定、家督相続（井伊家
８代当主）。

彦根で死去

年齢

1

11

15

16

20

26

29

35

36

37

井伊直惟年表

っ
た
た
め
か
、彦
根
藩
は
さ
ら
な
る
財
源

確
保
策
と
し
て「
米
札
」を
発
行
し
ま
す
。

　
享
保
十
五
年
、彦
根
藩
は
幕
府
の
許
可

を
得
て
藩
内
で
流
通
す
る
米
札
の
発
行
を

開
始
し
ま
す
。米
札
と
は
藩
札（
藩
領
内

で
の
み
通
用
す
る
紙
幣
）の
一
種
で
、藩
財

政
を
健
全
化
す
る
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

当
初
は
金
・
銀
な
ど
の
通
貨
と
混
じ
っ
て

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、の
ち
に
彦
根

藩
領
内
で
の
通
貨
取
引
は
こ
の
米
札
に
限

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
加
え
彦
根
藩
は
、御
用
金
の
名

目
で
領
内
に
た
び
た
び
上
納
を
命
じ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。享
保
十
六
年
、彦
根
藩

で
は
御
用
金
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

　江戸時代、彦根藩井伊家は溜詰と呼ばれる家格でした。溜詰
とは、江戸城黒書院溜之間という部屋に詰めることに由来する
もので、井伊家の他には会津藩松平家、高松藩松平家などが溜
詰の家格でした。
　溜詰の大名とその世子は、①将軍が諸大名と面会する際に脇
に着座、②定期的（月２回程度）に江戸城に登城し、将軍の様子
を伺う、③火事・地震等の際、江戸城に登城し、将軍の様子を伺
う、④将軍が菩提寺を参詣する際の先立（先導）などの勤めを
果たしていました。これに加え井伊家では、①将軍世子の元服式
における加冠役、②徳川家康がまつられている日光東照宮（現・
栃木県）へ将軍参詣の際の供奉（または将軍名代としての参詣）な
ど、他大名にはない独自の勤めがありました。
　このような井伊家の勤めについて、「御城使寄合留帳」（以下、
「留帳」と略す）の中に、ある内容が記載されています。「留帳」は、
江戸の彦根藩邸において、幕府や他藩との公務の連絡や情報
収集を行う「城使役」の職務日誌で、井伊直惟の当主時代に作成
され始めたものです。享保元年（1716）の「留帳」には、井伊家
当主が彦根に在国中、城使役が使者として江戸城へ赴く頻度・
目的などがこの年に規定されたことが記されています。登城して
将軍の様子を伺うのは通常は２日ほどの間隔で、その他将軍が
外出から戻った時などに行い、その内容を国元の井伊家当主へ
伝える、というものです。このような明文化された先例が積み重
なり、のちに各役職において職務マニュアルが整備されてくること
になります。
　この背景には、当時幕府においても法の整備や儀式・儀礼の
先例の蓄積がされ始めたことがあったと推測されます。直惟が
当主の時代、井伊家が幕府へ果たす役割が明確になってくる中で、
城使役も自身の業務内容を書き残し始めるのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学芸員 青木俊郎）

れ
は
彦
根
藩
で
確
認
で
き
る
最
初
の
事
例

で
、こ
の
時
は
類
焼
し
た
江
戸
上
屋
敷
の

再
建
費
用
と
し
て
課
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
も
同
十
七
年
、十
八
年
と
三
年
連
続
で

金
の
上
納
を
命
じ
て
い
ま
す
。御
用
金
の

徴
発
は
、そ
の
後
も
将
軍
若
君
の
彦
根
藩

邸
へ
の
御
成
、日
光
社
参
な
ど
様
々
な
名

目
で
課
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
た
も
の
の
、

彦
根
藩
の
財
政
は
容
易
に
健
全
化
せ
ず
、

む
し
ろ
悪
化
し
て
い
き
ま
す
。彦
根
藩
財

政
の
転
換
点
と
な
っ
た
こ
の
時
期
、こ
れ

ら
の
課
題
は
次
代
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　  （
学
芸
員 

青
木
俊
郎
）

井伊家の勤めと「御城使寄合留帳」

彦根城博物館連載年　代
元禄13年（1700）

宝永 ７年（1710）

正徳 ４年（1714）

正徳 ５年（1715）
享保 ４年（1719）
享保10年（1725）
享保13年（1728）
享保19年（1734）
享保20年（1735）

元文元年（1736）

井
伊
家
十
四
代

15 彦根商工会議所通信

な
お
の
ぶ

な
お
お
き

な
お
さ
だ

た
ま
り
づ
め

な
ら

な
お
つ
ね

い
え
の
ぶ

幕
府
御
用
と
直
惟
の
隠
居

井
伊
直
惟
の
出
生
と

家
督
相
続

な
お
よ
し

ぶ
ん 

ち

な
お
ひ
で

彦
根
藩
財
政
の
悪
化

か
っ
て  

ふ 

に
ょ
い

あ
げ
ま
い

こ
め
ふ
だ

さ
し
あ
げ
ま
い

さ
し
だ
し
ま
い

たまりづめ

ご じょう し より あい とめちょう
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海外展開している
25%

15%

60%

今後の海外展開は未定
25%

海外展開していない
75%

現在「研修会・交流会」活用が35％でトップ。次に「各種保険・
共済制度」、「補助金・助成金」、「専門家派遣」と続く。

今後は「補助金・助成金」、「専門家派遣」の活用の多くなっている。
特に金属工業、繊維工業部会で多くなっている。木材・木工工業
部会では、「金融支援」、「専門家派遣」の割合が多い。

彦根商工会議所の利用内容

海外への事業展開に関する調査結果報告

現在の企業を取り巻く環境の中で「グローバル化への対応」があります。最近の急激な円安、原油価格の下落などの
影響を受け製造業の国内回帰の動きも言われています。そこで、「事業所課題」「現在の海外展開の状況」「今後の海外
展開への考え方」の調査を実施しました。 
調査結果を活用し今後の商工会議所としての支援策の内容の見直しを行う。 
●調査期間：Ｈ27年5月20日～6月30日 ●4部会（金属工業、木材・木工工業、化学工業、繊維工業）の272社にアンケート発送 
●回収結果：回収件数67社  回収率25％（金属工業［35社］／木材・木工工業［13社］／化学工業［11社］／繊維工業［８社］）

ひこねものづくり支援室＊地元の大手企業は除く

調査の背景と目的

A 現状の利用内容 B 今後活用したい利用用途

年間10億円までの企業が70％を占めている。部会別にみると
金属工業、化学工業部会の売上金額が多くなっている。

「ほぼ横ばい」と回答した企業が40％を占める。「前年比5％以上
～20％の伸び」と回答した好調な企業は約30％をしめる。

最近の業績について

C 年間売上高 D 年間売上高の前年比

8%

34%

11%

4%

32%

11%

金融支援（制度融資、
   債務保証等）

補助金・
助成金

各種保険・共済制度

研修会、
交流会

専門家相談・
専門家派遣

経営診断、
経営分析

■自社の生産工場、販売・営業部門を海外に展開している企業
は25％（16社）ある 
■展開先としては、中国、東南アジアが中心である。

■現在、海外に展開している企業では、為替（120円/＄）レベルの
場合は、「国内生産を増やす」と答えた企業はない。「海外生産を更
に増やす」と答えた企業は53％である。 
■理由は、「生産コスト安い」「販売先が海外」「国内の人材確保困難」

現状の海外への事業展開の状況

E 海外展開の生む（生産・販売・営業部門）
F 現在の為替（120円/$）や原油下落の環境の中で
　今後の海外生産について

■現在、海外展開していない企業が今後海外展開する予定を聞
いたところ「海外展開を考えている」と答えた企業は15％（７
社）である。「未定」と答えた企業も25％あるが、国内での生産、
販売を考えている企業がまだまだ多い。

■円安が進行し、為替が150円/＄になった場合は、「国内生産
を増やす」と答えた企業は、46％である。ただし、それでも半分
以上は海外生産を継続すると答えている。 
■国内生産に切り替えるための課題は「自動化」「人材確保」「生
産コスト」。

今後の海外生産について

G 為替がさらに円安（150円/$）になった時の
　海外生産について

H 現在海外展開していない企業で3年以内に
　 海外展開する予定があるか

14%

13%

8%35%

29%

その他
1%

金融支援（制度融資、
   債務保証等）

補助金・
助成金

各種保険・
共済制度

研修会、
交流会

専門家相談・
専門家派遣

結果の考察
■会議所の利用状況では、「研修会・交流会」の活用が35％でトップであるが、今後は、「補助金・助成金支援」「専門家派遣」の活用
　が多くなっている。 企業においても補助金に対する関心度が大きくなってきている。 
■海外展開についてでは、現在展開されている企業の割合は25％である。展開先は中国、東南アジアである。 
■海外展開について、現状の市場環境（為替120円前後/＄）では、国内回帰の企業はない。さらに海外生産を増やす企業が半分以上
　である。その理由としては、「生産コストが安い」、「販売先が海外」、「国内の人材確保困難」である。 
■為替が150円 /＄とさらに円安が進むと、「海外を減らし国内回帰」の割合が46％になる。但し、国内での生産体制の課題は「自
　動化・省人化」、「人材確保」、「生産コスト」である。 
■現在海外展開していない企業が今後、海外展開を考えている割合は15％（7社）程度である。 

今後の会議所の方向性
■商工会議所の今後の活用で「補助金・助成金」が増えていることに対し会議所としてのPR、支援体制を充実する。 
　⇒5月度より補助金支援人員を投入し、相談窓口体制を強化している。 
■製造現場の改善要望として、「中小企業の自動化・省人化」が多くあり、現在推進しているものづくり塾において上記テーマを
　追加するように企画する。 
　⇒12月には、「専門家講習会」＋「地元企業の自動化設備見学会」を企画 
■現在、海外展開している企業は「金属工業部会」、「化学工業部会」の会社が中心であるが、今後、「繊維工業部会」、「木材・木工工業
　部会の企業でも海外展開を考えている会社があり、これらの会社に対して支援することが必要と思われる。 
　⇒「JETRO」の支援を活用するための情報提供ができる体制を構築する。
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10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

9月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

ひこねで朝市
▶9／20（日）８：００～１２：００ 
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

チャンバラショー
▶9／20（日）
１回目11：00～・２回目14：00～
▶花しょうぶ通り商店街
　いと半老舗駐車場付近
若手俳優による迫力満点の「殺陣
ショー（チャンバラショー）」を開催。

井伊直弼公生誕200年祭実行委員会
事務局（彦根市観光企画課内）
TEL.30-6120

井伊直弼にまつわる映画上映
「星空映画祭」
▶9／21（月・祝） 18：30～
▶四番町スクエア ダイニング前広場
星空の下で映画鑑賞
上映作品：ＮＨＫ大河ドラマ『花の生涯』
NHKで放映された1作目の大河ドラマ。
原作は、舟橋聖一の同名小説で、幕末の
大老・井伊直弼の生涯を描いた作品です。

井伊直弼公生誕200年祭実行委員会
事務局（彦根市観光企画課内）
TEL.30-6120

Dutch de Cooking
（ダッチでクッキング）
▶９／２４（木）10：30～12：30
〈申込締切日：9／17（木）〉
▶10／6（火）10：30～12：30
〈申込締切日：9／29（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 無料
▶定員：8名（応募多数の場合抽選、初
　回の方に限ります）

MENU ・夏野菜カレー・ゆで卵・マド
レーヌ・紅茶

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶９／12（土）（雨天決行）17：00～
▶花しょうぶ通り商店街
”１００円で買える幸せ”
恒例のナイトバザール 

花しょうぶ通り商店街(振）
TEL.22-1026 (いと半老舗）

イザ！カエルキャラバン
▶9／9／9 13（日）10：00～16：00
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 無料
いらなくなったおもちゃを「かえっこ」し
ながら楽しく防災を学ぼう！おもちゃは
一人につき５個まで持参OK。おもちゃ
がなくても参加できます。
★消防車展示、起震車体感もあります！
　（PMのみ、雨天中止）
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

特別展
「一期一会の世界 大名
茶人井伊直弼のすべて」
▶9／18（金）～10／20（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
江戸時代の代表的な大名茶人、井伊直
弼。自作の茶書や茶道具を一挙公開し、
彼が敬愛した千利休と片桐石州ゆかり
の名品を併せて紹介します。
茶の湯の本質を探求し続けて独自の世
界を築き上げた茶人直弼の全貌を初めて
明らかにします。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

特別展示「一期一会」
▶9／18（金）～12／23（水・祝）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城佐和口多聞櫓

昨年公開された映画「柘榴坂の仇討」の
撮影で使用された小道具や衣装、スチー
ル写真に加え、これまでに井伊直弼公を
描いた映画やＴＶドラマなどの映像やパ
ネル展示など、映像作品に特化した展示
により、直弼公の人物像や魅力を分かり
やすく紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

玄宮園で
虫の音を聞く会
▶9／19（土）～10／4（日）
18：30～21：00（入場は20：30まで）
▶彦根城内玄宮園
▶入場料▶入場料▶ ：大人大人大 500円、小中学生小中学生小中学 200円
ライトアップされた幻想的な園内で国
宝の天守を仰ぎながら、『日本の音風
景百選』に選ばれている虫の音色と秋
の風情をお楽しみください。
（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
http://www.hikoneshi.com/

井伊さんいいひと
生誕200年スタンプ
ラリー
▶9／19（土）～10／10（土）
▶銀座商店街
銀座商店街の井伊家歴代藩主の名前入
りタペストリーの設置してあるお店でス
タンプラリーを開催します。

井伊直弼公生誕200年祭実行委員会
事務局（彦根市観光企画課内）
TEL.30-6120

彦根城ライトアップ
ひこね夢灯路
▶9／19（土）～11／29（日）
18：00～21：00

　（17時以降は城内への入場不可）
▶彦根城界隈
夜の静寂のなかに浮かび上がる彦根城
天守や内堀の石垣、佐和口多聞櫓など
の歴史的景観を、芸術的な空間に創造
する。紅葉と共に、浮かび上がる昼とは
違う彦根城の魅力をお楽しみあれ。

ガスコンロの概念を変える！人気の
ダッチオーブン調理を体験しません
か？ご参加いただいたお客様にはダッ
チオーブンで調理したワンプレート
ディッシュを試食していただけます。
FAXまたはＨＰよりお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

テイクアウトケーキ
＆おしゃれランチ
▶9／29（火）10：30～12：45
〈申込締切日：9／15（火）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,000円
▶定員：12名 （応募多数の場合抽選）
MENU・キャラメルバナナのトルテ
・ハーブ香るグリルチキン バターライ
ス添え ・紅茶
FAXまたはＨＰよりお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

劇団四季「クレイジー・
フォー・ユー」
▶11／7（土）開場17：00 開演17：30
▶ひこね市文化プラザグランドひこね市文化プラザグランドひこね市文化プラザ ホール
▶料金（全席指定/税込）
一　般  一　般  SS席SS席SS 8,000円・
　　　   S席6,000円・A席・A席・A 5,000円
　高齢者・障がい者・学生　高齢者・障がい者・学生
　　　   SS席7,700円・
　　　   S席5,700円・A席・A席・A 4,700円
　友の会  　友の会  SS席7,200円・
　　　　S席5,400円・A席・A席・A 4,500円
　※未就学児入場不可
古き良き時代のアメリカを舞台にした、心地
よいタップをはじめ多彩なダンス、そして笑
いあふれるハッピーエンドのラブコメディ。

ひこね市
文化プラザ
チケットセンター
TEL.27-5200
http://bunpla.jp

チケット
発売中！

高校・大学・短大・専修学校などに入学・在学
されるお子さまがおられるご家庭の「経済的負
担の軽減」と「教育の機会均等」という国の施策
を実現するために創設され、昭和54年の制度
発足以来、延べ500万人を超える方々にご利用
いただいています。

【融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【利率】年2.15％（母子家庭、父子家庭または世帯年
収200万円（所得122万円）以内の方は年1.75％
【返済期間】15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父
子家庭または世帯年収200万円（所得122万円）以
内の方は18年以内）
【元金据置期間】在学期間内（在学期間内は利息の
みのご返済とすることができます。元金据置期間は
ご返済期間に含まれます。）
※金利は平成27年8月12日現在

お子さまの教育資金を
「国の教育ローン」がサポート！

ホームページからも
お申込みいただけます。 国の教育ローン 検 索 ➡

お問い合わせ　
教育ローンコールセンター　         0570-008656
※全国から市内通話料金でご利用いただけます。
※お客さまが加入されている電話でご利用いただけ 
　ない場合は、03-5321-8656におかけください。

彦根支店  TEL.24-0201

マル経融資制度
（小規模事業者経営改善資金融資制度）
経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップ！無担保・無保証人・低利の融資制度

・常時使用する従業員が20人以下（商業・サービス業の場
　合は5人以下）の法人・個人事業主の方
・義務納税額（所得税・法人税・事業税・市県民税）を完納し
　ている方
・原則として市内で最近１年以上事業を行っており、事業所
　得の申告をしている方
　などの要件を満たしていることが必要です。

融資限度額は？

担保・保証人は？

1.25％
平成27年8月12日現在

利率は？

不要です

2,000万円
返済期間は？

利用できる方は？
運転資金は7年以内／設備資金は10年以内

＊1,500万円超の場合は事業計画
　策定等の条件があります。

●お申込みからご融資まで約１ヶ月かかりますので、早めに
　資金計画をたててお申込みください。

申込み・問合せ
彦根商工会議所
TEL.22-4551

第2弾 ひこねプレミアム商品券 取扱加盟店募集
　30％お得にお買い物ができる『第2弾 ひこねプレミアム商品券』の取扱加盟店を
募集中です。今年度、既に加盟店登録されている場合は、今回の申し込みは不要です
が、現在の登録内容から変更等がある場合は、ご連絡をお願いします。

平成27年9月14日（月）まで  ■ 発売日10月24日（土）募集期間
市内で小売業、飲食業、各種サービス業などを営む店舗で、彦根市商
業振興基本条例に則して、最寄りの商店会（商店街組合、彦根商店街
連盟など）、彦根商工会議所または稲枝商工会に加入している店舗

問合せ先

参加資格

市HP電子申請システムを利用、または市HPから申請書をダウンロードし
彦根商店街振興㈱（FAX.27-0134）あてにFAXで送信してください。

申請方法

彦根市地域経済振興課 TEL.30-6119
彦根商店街振興(株) TEL.22-7303



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

応援します  地域の繁栄!

MAP

創業文化六年

彦根市本町一丁目3-37
tel.0749-22-6003
営業時間 8：30～18：00
定休日　火曜日

秋の和菓子が店頭に揃いました。
ITOJYU CAFEでは今年もお得
な季節のお菓子のセットをご用
意しております。
是非ご来店ください。

彦根市役所前のITOJYU CAFEにて
秋のお菓子4種類のうちから2つを選
んでいただける飲み物つきのセットを
始めました。 
（左手前）「望の月」  （右手前）「栗三昧」
（左奥）「織部薯蕷」  （右奥）「十三里」
飲み物つきで648円（税込）。
弊店の商品を多くの人にお楽しみいた
だくお試しコーナーの役割もあります
ので、お値段はお得な設定になってお
ります。是非ご利用ください。

当店は革や帆布などを使い、デザインから型紙をおこし、裁断、縫製まで全ての工
程を手作業で行っている鞄店です。またショップ兼工房ということもあり、作業
の様子や使用している素材などを直接ご覧いただき、お客様の好みの組み合わせ
で、セミオーダーすることも出来ます。ぜひ一度お立ち寄りください。

有効期限2015年9月30日まで

有効期限2015年9月30日まで 有効期限2015年9月30日まで有効期限2015年9月30日まで

有効期限2015年9月30日まで有効期限2015年9月30日まで

琵琶湖を眺めながら、
手作りの温かみあふれる
和風料理を。
つるつるっとした喉越し
の良いうどんと
上品な味わいの甘味を
お愉しみください。

▶浜弁当1,050円（税込・15時までの限定商品です）

▶会席料理
写真はイメージです。季節によりお料理、器は変わります。

●  つるつる弁当  1,580円（税込）
●  にしんそば　  1,130円（税込）
●  胡麻プリン300円（税込）
●  わらび餅　400円（税込）

彦根市松原町1250-5
tel.0749-47-5588
営業時間11:00～21:00
送迎を承ります。
月曜日定休
※祝日の場合は営業。
　翌平日が定休日となります

お食事処

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

お食事処
お買い物
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

後三条に昨年12月に本格的な和食が味わえ
るカジュアルな割烹料理店がオープン！
京都祇園の割烹で修業した店主が調理する
料理は、素材にこだわり、味も繊細で美味。
落ち着ける店内も魅力です。ぜひ一度ご賞味
ください。

○彦根市後三条町478  ○電話番号 0749-23-9822  ○定休日 月曜日
○営業時間 午後5時～午前1時  ○駐車場 道向かいにＰあり

・メニュー
造り盛り合わせ（2人前）
　　　　　　  2,800円
金目鯛西京焼     850円
甘海老唐揚        800円
鯛の土鍋飯     1,200円
                            他

予約不要 “湖東エリア限定” コミュニティーサイクル

お一人様一枚のご利用とさせていただきます。
また、他券との併用はご遠慮ください。

ワンドリンク無料

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

お1人様１枚のご利用とさせていただきます。

めぐりんこ ご利用者
ドリンク100円引き

dot five cafe にて 

旬の材料に料理人の心意気と、おもてなしの心を
織りまぜた会席料理を、お楽しみください。

飲食代
５%OFF他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
　　　　24-1011

営業時間
11：00〜14：00
16：00〜20：30（LO）
不定休

御料理 伊勢幾

御料理 伊勢幾 ●月替わり会席（10品）
　　5,000円～（税･サ別）
●たちばな御膳（ミニ会席）
　　3,500円（税･サ別）
●天ぷら定食
　　1,500円（税別）
●和定食
　　2,000円（税別）
●ランチ   2,000円～

●右手前のショルダーバッグ 16,800円（税込）、左奥のポーチ 9,700円（税込）

手作りかばんのお店 100children 
ショルダーバッグ・トートバッグ・ボストンバッグ・革小物等

オリジナルノベルティプレゼント
100 children

彦根市本町1丁目10-3／tel.0749-27-3307／ 11：00～20：00／水曜日定休

＊価格は全て税込です
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